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項 目 要   約 

１．研究の概要 加速器駆動核変換システム(ADS)では、GeV領域陽子と鉛・ビスマス標的との

核反応で発生する核破砕中性子を用い、高レベル放射性廃棄物中のマイナー

アクチノイド(MA)を核分裂反応させることにより、その有害度を低減させ

る。ADSの技術的課題に、核破砕中性子収量の予測精度の向上及び高エネル

ギー核分裂で発生する核分裂片の分布の解明が挙げられる。ADSでは、様々

なエネルギー領域の核反応が核破砕中性子、核分裂中性子及び核分裂片の発

生に関与するが、現状では入射エネルギー100 MeV以下における核破砕反応

及び高エネルギー核分裂データの不足が、核反応モデルによるADS核特性予

測の信頼性評価を困難にしている。 

そこで本研究では、京都大学固定磁場強収束(FFAG)陽子加速器を用いて、こ

のエネルギー領域における原子番号70を超える重核種に対する陽子入射核

破砕中性子収量と高エネルギー核分裂に関する核データを測定し、核反応モ

デルを高度化することにより、ADSの早期実現に資することを目的として、

以下の研究開発を行う。 

１）中性子生成DDXとTTNYの実験的研究 

２）高励起状態の核分裂反応に関する実験的研究 

３）高励起状態の核分裂中性子に関する実験的研究 

２．総合評価 Ｂ ・当初2年間は準備に費やしたため、現段階で得られているデータが少ない

ことが残念である。一方、今年度（３年目）になってデータが取れている

とのことから、最終年度に向けて研究を加速し、価値あるデータを取得す

るよう進めて欲しい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


